ドイツ民法典（BGB）における法定相続分および遺留分規定の成立過程 : (3) 配偶者相続分規定を中心に by 伊藤 司








































































































































































































































































































































































1) Protokolle der Kommission zur Ausa rbeitung eines burgerlichen Gesetzbuchs， 
S.10113-4， inHorst Heinrich Jakobs und Werner Schubert (Hrg.)， Die Beratung des 
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Burgerlichen Gesetzbuchs in systema tischer Zusa mmenstellung der unveroffentlichten 
Quellen， Erbrecht 1. Teilband， 2002， S.107-8. 
2) なお，厳密にいうとこの第 1委員会においては，部分草案の審議の後に，
Vorlaufige Zusammmenstellung der sachlich beschlossen Bestimmungenが作成され，
さらにそれを審議したうえで委員会草案Kommissionenれ川rfが作成され，さらにこ
れが再度審議されたうえで委員会草案の改訂版が作成され，さらにそれが一部修正
のうえで第l翠案となる(以上の経終については， Vgl. Horst Heinrich Jakobs und 
Werner Schubert (Ha usg.)， Die Bera tung des Burgerlichen Gesetsbuchs. Bd. 2， Recht 
der Schuldverhaltnisse L 1978， S.5-6.)のであるが， その縮かい経緯については本稿
における検討には重要ではないと考えられるので，省略することにした。
3) 本稿米Fさにおいた条文の試訳をと参照。
4) Vgl. Mertens， Die Entstehung der Vorschriften des BGB uber die gesetzliche Erbfolge 







5) Motive zu dem Entwurfe eines Burgerlichen Gesetzbuches fur des Deutsche Reich， 
Band V. Erbrecht， Amtliche Ausgabe， Berlin und Leipzig， 1888， S.353-7.以下では
Motive， Band Vで引用する
6) Motive， Band V， S.358. 






9) Motive， Band V， S.368. 
10) 以上につき Vgl.Motive， Band V， S.368-9. 
11) Vgl. Motive， Band V， S.369. 
12) Vgl. Motive， Band V， S.369. 
13) 以上につき， Vgl. Motive， Band V， S.371-2. 
14) 以上につき Vgl.Motive， Band V， S.372…374. 
15) Vgl. Motive， Band V， S.382. 
16) Vgl. Motive， Band V， S.383. 
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17) Vgl. Motive， Band V， 5.383-4 
18) Vgl目 Motive，Ba nd V， 5.384 
19) Vgl. Motive， Band V， 5.388. 
20) Vgl. Motive， Band V， 5.388-9. 
21) Motive， Ba nd V， 5.389-90. 
22) メノレテンス博士も「全体として第l委員会は，シュミットによる部分意案の構築




イェーリング Jheringやデノレンブノレク Dernburgである 1)。一方で，オットー・






















































































































































































































































































































































1) Vgl. Werner 5chllbert， Die Entstehllng der Vorschriften des BGB uber Besitz lInd 
Eigentllmsubertragllng. Ein Beitrag zur Entstehllnsgeschichite des BGB， Berlin， 1966， 
5.35. 
2) Otto Gierke， Der Ent、rurfeines burgerlichen Gesetzbllchs lInd das delltsche Recht， 
1889， 5.2.以下では単に Gierke，Entwurfで引用する。
3) Gierke， EntwlIrf， 5.11. 
4) rこの法典は，すべての条文が学識ある法律家むきではある， しかしそのすべての
条文がドイツ民族に対しでは何も語らないーーその王手にも，さらにはその心にも。j
(Gierke， Enれγurf，5.3.) また， グィーアツカーは fギー ノレケは， とくに，事案が生
きたドイツ私法在等調視していることと，草案の個人主義を攻撃したJ(Vgl. Franz 
Wieacker， Privatrechtsgeschichite der Nellzeit， 2.AlIfl.， 1967，5.470.なお訳文は，同
議の初絞の翻訳である F. グィーアッカ一審・鈴木藤弥訳『近世私法史~ (創文社
1961年)568頁による)と評している。
5) Gierke， Entwurf， 5.505. 
6) Otto Gierke， Die 50ziale AlIfgabe des Pr討atrechts，Vortrag gehalten am 5.April1889 









8) Gierke， Entwurf， S.506-7. 
9) VgL Gierke， Entwurf， S.507 
10) Otto Gierke， Die Stellung des kunftigen burgerlichen Gesetzbuchs zum Erbrecht in 
landlichen Grundbesitz， Jahrbuch fur Gesetzgebung， Verwa ltung und Volkswirthscha ft 
im Deutschen Reich (Schmollers Jahrb.)， Bd. 12， 1888， S.401 f.なお，ヨ1)'目された部
分は， S.421. 
11) V gL Gierke， Entwurf， S.566 f 
12) VgL Gierke， Enれvurf，S.529. 
13) VgL Gierke， Entwurf， S.530 
14) VgL Gierke， Enh川lf， S.531-2. 
15) VgL Gierke， Entwurf， S.532 
16) a.a.O. 
17) VgL Gierke， Entw訂正 S.532-3 
18) VgL Gierke， Enれvurf，S.533. 
19) r義務の伴わない権利はないj というのがギーノレケの基本的な立場である。 Vgl.
Gierke， Aufgabe， S.17 







使用収益できる点主?とらえて，共同制とは名ばかりであると非難し (Giercke，a. a. O. 
S.407.)，また，奏独自の収入が夫の使用収益にさらされる点も，夫に比してあまり













である(以上につき， a.a.O. S.417.) ともいうが，その理由はとくに説明されてい
ない。
ちなみに， ここでギーノレケにより高い評{援を与えられている「一般的財産共同制












24) Vgl. Gierke， Entwurf， S.534. 
25) a.a.O. 
26) Vgl. Gierke， Entwurf， S.533 
27) Gierke， Enれ札Jrf， S.535-6. 







30) Vgl. Anton Menger， Das Burgerliche Recht und die besitzlosen Volksklassen， 1968 
(4. Autl註ge，1908の滋刻)， S.214 
31) Vgl. a.a.O. S.2l5. 





1890年 12丹4日の連邦参議院 (Bundesrat) の決定により，第 I草案のさ
らなる審議と第2読会が行われることとなった。このために成立したのがい
わゆる第2委員会であり，第 l委員会では家族法の部分草案起草者として活
躍したプランク合議長に選出して (18ヲ0年 12月15B)，第 l草案を再度審議
することとなった。相続法は，ザクセンから選出されたグイノレヘノレム・リュ
ガ-Wilhelm Rugerが担当することになった。彼は 1888年から 1889年ま














































































































































































































































































































































































大陸lこ就任している。以上の履歴につき Vgl.Mertens， Die Entstehung der Vor-
schriften des BGB uber die gesetzliche Erbfolge und d呂sPt1ichtteilsrecht， 1970， S.19. 
2) 彼も第 1委員会に参加していた人物であるが， 1844年にずクセンのグイノレスドル
フで生まれ，ライプチツヒで法学を勉強の後lこ1867年にザクセン司法省に入った。
1873年から 1874年にライプチッヒ控訴裁判所の一員 Hilfsarl光itera m Appella tions-
gericht in Leipzigとして第 1委員会iこ参加し，相続法と施行法の理由蓄を執筆し
ている。その後， 1889年にザクセン司法省に転勤となり (vortragender Ra t in da s 
sachsische Justizministerium)， 1896年に第2委員会が終了した後にはずクセン司法
省に復帰している。以上の履歴につき， Vgl. Mertens， a.a.O. 
3) Mertens， a.a.O. S.9 
4) Werner Schubert， Einleitung， in Werner Schubert (hrg.)， Die Vorlagen der 
Redaktoren fur die erste Kommission zur Ausarbeitung des Entwurfs eines Burgerli同
chen Gesetzbuches， Erbrecht， Teill， 1984， S.XVII. 

















カし……。」以上につき， Werner Schubert， Ma teria len zur Entstehungsgeschichte des 
BGB -Einfuhrung， Biogra phien， Ma terialien -， 1978， S.101-2. 
6) V gl.Protokolle der Kommission fur die zweite Lesung des Entwurfs des Burgerlichen 
Gesetzbuchs. Im Au丘rage des Reichs-J ustiza mts bea rbeitet von Alexa nder Achilles 
Albert Gebhard， Peter Spahn， Band V.， Berlin， 1899 (以下では ProtokolleIで引用す
る)， S‘463， inHorst Heinrich Jakobs und Werner Schubert (hrg.)， Die Bera tung des 
Burgerlichen Gesetzbuchs in systema tischer Zusa mmenstellung der unveroffentlichten 
Quellen， Erbrecht 1. Teilba nd， 2002， S.86. 
7) Protokolle r， S.464， inJakobs und Schubert， a.a.O. 
8) Protokolle r， S.464-5. 
9) Protokolle r， S.465-6. 
10) Protokolle!I， S.46. 
1 ) Protokolle I!， S. 466-7. 
12) Protokolle!I， S. 470-1， inJa kobs und Schubert， a.a. O. S.97-8 
13) Vgl. Protokolle I， S.472-3， inJakobs und Schubert， a.a.O. S.110. 
14) Vgl. Protokolle I!， S.475， inJakobs u. Schubert， a.呂.0.S.112 
15) Vgl. Protokolle I!， S.474-5. 
16) Vgl. Protokolle I， S.475. 
17) もともとはコンラート Conradによる提案 70 Vgl. Protokolle I， S.473， 476， in 
Jakobs und Schubert， a.a.O. S.111-2. 
18) Vgl. Protokolle I!， S.476， inJakobs und Schubert， a.a.O. S.113. 
19) Vgl. Protokolle IL S.477 
20) Vgl.恥otokolleI， S.478. 
21) Vgl. Protokolle I， S.478-9. 
22) Vgl. Protokolle I， S.479 
23) V gl.Protokolle I， S.480 
24) Vgl. Protokolle r， S.480-1. 
25) Vgl. Protokolle!I， S.490-3， inHorst Heinrich Jakobs und Werner Schubert (Hrg.)， 
Die Bera tung des Burgerlichen Gesetzbuchs in systema tischer Zusa mmenstellung der 
unveroffentlichten Quellen， Erbrecht 2. Teilba nd， 2002， S.1827-9. 
26) Vgl. Protokolle I， S.493-5 





29) Vgl. Protokolle r， S.498. 
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30) この点につき，シューベノレト教授はこういう， i第2委員会は，第 l叢案の原知や
範留をと変更しなければならないような原則的な問題は決して取り扱わなかったj とO
Werner Schubert， Die Entstehung der Vorschriften des BGB uber Besits und Eigenω 
tumsubertragung Ein Beitrag zur Entstehungsgeschichte des BGB， 1966， S.49. 
31) Otto Gierke， Das Burgerlichen Gesetzbuch und der Deutsche Reichstag， Berlin， 1896. 
32) Otto Gierke， a.a.O. S.36 
33) Gierke， a.a.O. 
34) Gierke， a.a.O. S.36-7. 
35) Gierke， a.a.O. S.37. 
36) 条文は Entwurfeines burgerlichen Gesetzbuchs fur des Deutsche Reich， a usge“ 
arbeitet von der in Folge des Beschlusses des Bundesra thes von 2. Juni 1874 ein-
gesetzten Kommission. Erste Lesung， Berlin， 1887， S.575ff， inWerner Schubert (hrg.)， 
Anlagen: Entwurfe eines Burgerliche Gesetzbuchs (Kommissions-Entwurf von 1885-
1887 und Erster BGB-Entwurf von 1887) Entwurf eines Einfuhrungsgesetztes zum 
Burgerlichen Gesetzbuch von 1888， S.1229 fによった。従来，第 l草案の条文といえ
ば， Enれvurfeines burgerlichen Gesetzbuchs fur des Deutsche Reich， Amtliche Aus 
ga be， 1888.がよく使用されてきたが(ちなみに，本稿で使用する部分は S.468ff.)，
上記の方が，条文に加え，部分草案や第 1委員会の議事録の該当頁が記載されてお
り参般に便利である。
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